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 産業経済研究所年報　No. 40 
大の問題とそれの資料収集。
　2010年夏期休暇 および2011年２月，へーゲル・











　以上の点について，Prof. Dr. W. Jaeschke, 
















































































































































































































































































































（1） Hiroshi NISHI, “A VAR Analysis for the 
Growth Regime and Demand Formation 
Patterns of the Japanese Economy ”（sub-
mitted） 
（2） “Structural VAR Analysis of Debt, Capital 
Accumulation, and Income Distribution in 
the Japanese Economy: A Post-Keynesian 
Perspective”（being revised for second 
round review）





（4） 西 洋 [2010]， 「VAR モデルを用いた日本経
済の所得分配と需要形成パターンについて
の実証分析」， 『季刊 経済理論』， 第47巻， 第
３号， pp. 67-78.



















































































































































































リカ人（その対象は合計 13 カ国から 2,264 人の
日系人および日本人移民であり，そのうちの約
















資 料 に は，C. Harvey Gardiner, The Japanese 
and Peru 1873-1973 （Albuquerque: University 
of New Mexico Press, 1975), C. Harvey 
Gardiner, Pawns in a Triangle: The Peruvian 
Japanese and the United States （Seattle and 
London: University of Washington Press, 
1981), Seiichi Higashide, Adios to Tears: The 
Memoirs of a Japanese-Peruvian Internee in 
U.S. Concentration Camps （Seattle and London: 
University of Washington Press, 2000), Jorge 
Manuel Nakamoto, Middleman Minority, 
Acculturation, and Ethnic Persistence: The 
Case of the Japanese Peruvians （A dissertation 
submitted in partial satisfaction of the 
requirement for the Doctor of Philosophy in 
Education） （University of California at Los 
Angeles, 1994） などがあり，ワタナベさんへ
のインタビュー調査，ワタナベさん所有の資
料（Unpublished Autobiography by Sutezou 
Watanabe, n.d.），全米日系博物館所有のビデオ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１）髙橋庸一郎「『日本人論』と『中国人論』」『阪南論集　社会科学編』，第 45 巻第 3 号，2010 年 3 月，6 頁。
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２） 髙橋庸一郎「『日本人論』と『中国人論』」『阪南論集　社会科学編』，第 45 巻第 3 号，2010 年 3 月，10 頁。
３）同上書，18 頁。












































６）井上順孝責任編集『第 10 回学生宗教意識調査報告』國學院大學，2011 年２月 10 日発行，２頁。
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
有効 中国Ａ大学・医学部 36 16.1 16.1 16.1
日本Ｂ大学・中国人留学生 20 8.9 8.9 25.0
中国Ａ大学（136部） 136 60.7 60.7 85.7
日本Ｂ大学・日本人学生 32 14.3 14.3 100.0
合計 224 100.0 100.0
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
有効 もっている，信じている。 46 20.5 20.7 20.7
もっていない，信じてい
ない，関心がない。 176 78.6 79.3 100.0
合計 222 99.1 100.0




















































































（阪南大学叢書 89，A5 版，250 ページ，ミネルヴァ書房，2011 年 3 月刊）
経営情報学部　准教授　　関　　　智　宏
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（阪南大学叢書 90，A5 版，292 ページ，晃洋書房，2011 年 3 月刊）
国際コミュニケーション学部　教　授　　髙　橋　庸一郎
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（阪南大学翻訳叢書 22，A5 版，501 ページ，日外アソシエーツ，2011 年 2 月刊）
国際コミュニケーション学部　准教授　　藤　野　寛　之
− 36 −












































は視点が必要なので，“leisure や amusement と





役割をふまえると，sports における leisure な
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（神戸大学，2010 年 4 月 1 日〜 2011 年 3 月 31 日）
経営情報学部　教　授　　山　内　孝　幸
− 42 −






─取引コストと economies of speed の実態を中心に─

































































































































ル研究者 J. Ménard とジャンセニスムに詳しい
Ph. Sellierとに親しく接しえたことはじつに僥






























研究者（Turgot や Forbonnnais など）を育成
して，〈レッセ・フェール〉の理念を唱導した





































































































































































　　　　 （China’s Transitional Economy and its 
Special Features―the view from Hong 
Kong）









Sit, Director & Chair Professor Advanced 
Institute for Contemporary China Studies, 





























































































 産業経済研究所年報　No. 40 
日　時：2010年８月26日（木）15：00〜17：00
場　所：阪南大学サテライト
テーマ： Cross Cultural Sensitivity and Manage-
ment
　　　　（異文化の感じ方とマネジメント）
　　　　 A Comparison of Business Leadership 
in the Different Cultural Settings
講演者： Sarote Pornprapha, Ph. D., Professor 
of Organizational Behavior, 

























































































































































　いわゆるファッション雑誌は rivista di moda

























と し て は，「azienda」，「ditta」，「compagnia」，
「impressa」，「societa」となるが，われわれが


















































　　【イタリア語】  　【英語】 　  　【語源】
１．　azienda　　　　　　　—
２．　compagnia  company ←　古期フランス語（companion）
３．　impresa  enterprise ←　古期フランス語（手に取る）　　
４．　societa  corporation ←　ラテン語（人格を与えられた）
５．　ditta  firm  ←　イタリア語（確認）
− 54 −

































































招 聘 期 間　2010 年 7 月 6 日〜 8 月 7 日 　　　　　　　　　　　　
− 55 −
 外国研究者短期招聘報告 
会，2011年２月）に「A Study on the Advance-



















































　Societa の意味としては，「Contratto con cui 
due o piu persone conferiscono beni e servizi 
per l’esercizio di un’attivita economica, allo 








招 聘 期 間　2010 年 7 月 15 日〜 9 月 7 日　　　　　　　　　　
− 56 −
 産業経済研究所年報　No. 40 
　株式会社にあたる表現としては，「Societa per 







　その意味としては，「Modo corrente del ve-
stire e dell’acconciarsi, legato a una determinate 
epoca e al guesto di ina determinate societa」
（ある社会における時代の服装や髪形の流行）
となっている。他にも「L`industria e il com-
mercio degli articoli di abbigliamento, spec. 
femminili」（特に女性の服飾に関する製造業，
商業），あるいは「Modo, costume piu o meno 
duraturo di vivere e di comportarisi」（ 生 活・
行動様式の流行・習慣）として捉えられている。





























































て，タイのバンコクにある SASIN Graduate 
Institute of Business Administration（SASIN 
経 営 管 理 大 学 院 ） よ り，Sarote Pornprapha, 







（原題：A Comparison of Business Leadership 
















































A Comparison Study of Organization Behaviour between
Japanese and Thai Companies
招聘研究者　SASIN Graduate Institute of Business Administration
（タイ）
Ph. D., Professor of Organizational Behavior  Sarote  Pornprapha
本学研究者　経営情報学部　教　授　　安　井　恒　則
招 聘 期 間　2010 年 8 月 8 日〜 8 月 25 日　　　　　　　　
− 58 −




















窓口が BOI と呼ばれる機関である。BOI とは，




























































































　　 A. スミス，D. リカード，J. B. セー　そし
て　J. C. L. シモン・ドゥ・シスモンディー。






































































































期 　 　 間　2010 年 10 月 1 日〜 2011 年 3 月 31 日
− 62 −









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学会報告Cultural differences of tourism 
satisfaction between Korean 
and American

















論文Induction of Chlorosis, ROS 
Generation and Cell Death by a 
Toxin Isolated from Pyricularia 
oryzae




Minami Y, Miyagawa 

































































































































































































Comparative Phonology and In-
telligible Auditory Perception: 
Practical Articulation Strategies 
for English as an International 
Language in a Case Study of 
Finnish Learners’ Auditory 
Perceptions of English Pronun-
ciation by Japanese Speakers







Managerial Significance of Stra-
tegic Outsourcing in Business 
Group Management in Japan














































































論文Quantifying Japanese Residents’ 
Preferences for Public Meet-
ings in Watershed Decision-
Making Process
共 Applied Environmental Education 











































A Dynamic Analysis of Collu-
sive Networks

































































































論文La loi sur les usines de 1911: apprentissage, monopole et dis-
cipline au travail（tranduction 
du japonais de Frederic Beu-
dart）
単 dans Alessandro Stanziani（dir）, 
Le travail contraint en Asie et en 
Europe XVIIe-XXe siècles, sous, 
















esis, Multilayered Adjustment, 
and Economic Growth ―A 
Post-Keynesian Dynamic Ap-
proach―





























Formalizing Debt-led and Debt-
burdened Growth Regimes with 
Endogenous Macrodynamics of 
Minskian Financial Structure: 
A Long-run Analysis
単 Kyoto Univers i ty ,  Graduate 
School of Economics, Research 
Project Center Discussion Paper 


























論文Statistical Analysis of Question-
naire Survey: Case Study of 
First-year Students Studying 
EFL

























































Community-based Safety Net 
in Rural Cambodia: Sangkeaha 
in Treang District, Takeo Prov-
ince
































その他哲学者たちの人間観（1） 単 京都労働学校／ラボール京都 2010／10 講師
哲学者たちの人間観（2） 単 京都労働学校／ラボール京都 2010／10 講師
− 80 −
 産業経済研究所年報　No. 40 
〔経営情報学部〕
伊　田　昌　弘
著書ビジネスデータ分析入門 共 三恵社 2010／4 135頁 御園謙吉・川端庸
子・ 山 内 孝 幸・ 中



























































共 工学社 2010／10 271頁 田中成典・今井由






























Creating 3D Drawing from 2D 
Digital Images with Photogram-
metry






























Associations of Small Business 
Entrepreneurs as “Voluntary” 
Organizations for SME Manag-
ers and Their Campaign for the 




























































































































An Analytical Study of GPU 
Computation for Solving QAPs 
by Parallel Evolutionary Com-
putation with Independent Run 
共 IEEE Congress on Evolutionary 
Computation （CEC-2010） ISBN 





A Highly-Parallel TSP Solver 
for a GPU Computing Platform
共 7th International Conference on 
Numerical Methods and Applica-
tions, Lecture Notes in Computer 





Parallel Ant Colony Optimiza-
tion Algorithm on a Multi-core 
Processor
共 7th International Conference on 
Swarm Intelligence （ANTS-2010）, 
Lecture Notes in Computer Sci-



























































に 基 づ く ソ フ ト
ウェア開発プロセ
スの複雑さのメト







MOBILE GAME TERMINAL 
B A S E D  I N T E R A C T I V E 
EDUCATION ENVIRONMENT 
F O R  L A R G E - S C A L E 
LECTURES
共 The Proceeding of the Eighth 
IASTED International Confer-






A project reliability growth 
model based on communication 
for software development
単 International Journal of Knowl-











































Process  Fragment  Based 
Process  Complex i ty  wi th 
Workflow Management Tables 
共 International Workshop on Em-
pirical Software Engineering in 
Practice／IWESEP2010




“Lecture Improvement based 
on Twitter Logs and Lecture 
Video using p-HInT”
共 The 18th International Confer-







その他大学授業での実践報告 単 FJB セミナー／東京 2010／5 報告
「阪南大学　コピペ検索システム
―教育の質の向上のために―」











Mobile Communication Effects 
for Health Care Education
共 Proceedings of World Conference 
on Educational Multimedia, Hy-






Y. Fukushige, and 
T. Asada
Mobile Communication Appli-
cation Framework for Health 
Care
共 Proceedings of IADIS Internation-





Y. Fukushige, and 
T. Asada
牧　野　廣　義
論文労働と「人間の尊厳」 単 『経済』No.181／新日本出版社 2010／10 133-139（7）
マルクスの変換の哲学 単 『唯物論と現代』No.45／文理閣 2010／12 42-57
（16）
− 84 −
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ふ も と 道　 京 都 』
所収
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共 日本教育工学会／東京大学 2009／9 竹蓋順子・林炫情・
金眞
“Development of a Korean Vo-
cabulary Courseware”
共 36th Annual International Confer-
ence on Language Teaching and 
Learning & Educational Materials 
Expo／Aichi Industry and Labor 
Center
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Imaginaries of ‘Old England’ 
-A Study o f  A Chang ing 
Community in the English 
Countryside-
単 International Conference of Tour-




Fieldwork and Research in 
England: Methodological Dif-
ficulties and Existential Gain.
単 Minpaku Anthropology Newslet-









































































































































































































































































































Students help budget travelers 
find their way
















Social Practices and its Back-
ground toward Creation of 






















“Osaka Laborer flophouses re-
born as foreign visitor inns”






























国人観光の新段階 A new stage 









Tourism Relationship Model 
and Intermediary for Sustaina-
ble Tourism Management: Case 
Study of the Kiritappu Wetland 
Trust in Hamanaka, Hokkaido
共 Tourism and Hospitality Re-











































































共 南河内地域広域行政推進協議会 2010／3 11-16
（6）
吉兼秀夫・大谷新
太 郎・ 前 田 弘・ 小
林弘二・来村多加
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